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厳
し
い
時
だ
か
ら
こ
そ
お
互
い
頑
張
ろ
う
！

県
下
十
五
支
部

で
は
、
七
月
十
七

日
・
十
八
日
に
開

催
さ
れ
た
建
設
長

崎
第
六
十
五
回
定
期
大
会
を
受

け
、
各
支
部
は
八
月
二
十
一
日

の
大
村
支
部
を
皮
切
り
に
、
九

月
九
日
の
島
原
支
部
ま
で
十
五

支
部
の
大
会
が
開
か
れ
ま
し
た
。

各
支
部
、
支
部
長
が
支
部
の

活
動
協
力
の
御
礼
を
述
べ
、
次

に
本
部
を
代
表
し
て
相
川
執
行

委
員
長
が
、「
今
年
も
組
織
拡

大
・
内
部
強
化
、
仕
事
・
資
金

の
確
保
を
重
点
に
、
私
た
ち
の

命
綱
で
あ
る
建
設
国
保
を
守
る

ハ
ガ
キ
要
請
行
動
・
特
定
検
診

の
受
診
勧
奨
。
来
春
の
統
一
自

治
体
選
挙
に
お
け
る
金
子
県
議

必
勝
を
め
ざ
し
て
取
り
組
む
」

と
挨
拶
。

来
賓
と
し
て
、
各
支
部
大
会

に
推
薦
議
員
が
出
席
し
、
御
礼

と
お
願
い
の
挨
拶
を
述
べ
ま
し

た
。議

事
に
入
る
前
に
支
部
活
動

に
対
す
る
各
種
功
労
者
表
彰
と

健
康
優
良
家
庭
表
彰
を
行
い
ま

し
た
。

議
事
は
、
平
成
二
十
一
年
度

支
部
活
動
経
過
報
告
、
支
部
会

計
決
算
報
告
を
行
い
、
平
成
二

十
二
年
度
支
部
活
動
方
針

（
案
）
で
は
、
組
織
八
、
〇
〇

〇
名
を
目
指
す
取
り
組
み
と
し

て
、
各
支
部
の
年
間
拡
大
目
標

を
設
定
し
て
取
り
組
む
こ
と
を

決
定
し
ま
し
た
。

続
い
て
、
平
成
二
十
二
年
度

支
部
会
計
予
算
（
案
）
の
提
案
、

新
役
員
の
選
出
で
は
支
部
三
役

を
は
じ
め
支
部
執
行
委
員
、
分

会
長
等
の
提
案
が
さ
れ
、
併
せ

て
来
春
の
県
議
選
挙
に
向
け
た

支
部
後
援
会
の
機
構
に
つ
い
て
、

各
支
部
役
員
体
制
を
そ
の
ま
ま

支
部
後
援
会
体
制
と
す
る
こ
と

を
確
認
頂
き
ま
し
た
。

最
後
に
、
支
部
長
の
力
強
い

「
団
結
ガ
ン
バ
ロ
ウ
」
で
終
了

し
ま
し
た
。

（
各
支
部
の
新
三
役
は
次
頁
に

掲
載
）
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仕事とくらしを守るために
組織を大きくしましょう！
「数は力」。仲間の数を増やして影響力を高め要求
実現につなげましょう。

多くの仲間の皆さんの
協力（紹介）が必要です！
組合員さん一人ひとりが持つ日常のつながりを拡大
に活かしてください。

組合が大きくなれば、魅力・
メリットも充実・発展へ！
長建国保や共済など組合の事業は、数が増えれば充
実・発展につながります。
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「
県
議
会
議
員
金
子
三
智
郎

納
涼
の
夕
べ
」
が
八
月
二
十
八

日
�
、
ホ
テ
ル
セ
ン
ト
ヒ
ル
長

崎
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

納
涼
の
夕
べ
に
は
後
援
者
の

代
表
な
ど
約
一
六
〇
名
が
出
席
。

後
援
会
を
代
表
し
て
本
田
魂

会
長
は
「
金
子
県
議
が
初
当
選

以
来
三
年
五
ヶ
月
が
経
過
し
、

こ
の
間
本
人
も
働
く
人
の
立
場

に
た
っ
て
県
政
に
全
力
で
取
り

組
ん
で
き
ま
し
た
。
皆
様
の
こ

れ
ま
で
の
激
励
に
感
謝
し
、
今

宵
は
ゆ
っ
く
り
ご
歓
談
い
た
だ

き
た
い
」
と

お
礼
の
あ
い

さ
つ
を
述
べ

ま
し
た
。

金
子
県
議

は
「
こ
れ
ま

で
の
ご
支
援

に
感
謝
申
し

上
げ
ま
す
。

私
は
出
身
の

建
設
長
崎
の

組
合
員
が
仕
事
が
な
い
中
で
雇

用
を
作
り
出
さ
な
い
と
い
け
な

い
。
と
い
う
こ
と
か
ら
県
議
会

活
動
を
始
め
ま
し
た
。
建
設
職

人
の
賃
金
も
設
計
労
務
単
価
の

半
額
位
に
な
っ
て
い
る
。
こ
の

こ
と
を
改
善
し
な
け
れ
ば
県
内

の
景
気
も
回
復
し
な
い
。
一
歩

一
歩
進
め
る
こ
と
で
私
た
ち
の

生
活
の
向
上
を
図
り
た
い
」
と

決
意
と
支
持
の
拡
大
を
訴
え
ま

し
た
。

懇
談
会
は
同
窓
会
の
尾
崎
代

表
の
乾
杯
で
和
や
か
な
内
に
行

わ
れ
、
最
後
は
建
設
長
崎
の
相

川
委
員
長
が
一
本
締
め
の
音
頭

を
と
っ
て
盛
会
の
内
に
終
了
し

ま
し
た
。
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一
、〇
二
九
名
が
出
席

各
支
部
で
は
建
設
長
崎
第
六
十
五
回
定
期
大
会
終
了
後
、
八
月
十
九
日
の
大
村
支
部
大
会

を
皮
切
り
に
、
九
月
九
日
ま
で
に
県
下
十
五
支
部
が
各
々
支
部
大
会
を
開
催
し
ま
し
た
。
今

回
の
大
会
で
は
、
組
織
拡
大
と
内
部
強
化
・
仕
事
確
保
を
重
点
に
取
り
組
む
こ
と
を
確
認
。

参
加
者
は
、
組
合
員
・
主
婦
会
な
ど
全
体
で
一
、〇
二
九
名
で
し
た
。

●
中
央
支
部

開
催
日

九
月
一
日
�

会

場

長
崎
県
勤
労
福
祉
会
館

参
加
者

百
名

支
部
長

内
野

幸
雄
（
大
工
）

副
支
部
長

坂
口

忠
義
（
左
官
）

〃

山
口

龍
志
（
左
官
）

〃

本
多

常
秋
（
型
枠
大
工
）

〃

樋
口

正
人
（
大
工
）

〃

横
尾

寛
（
石
工
）

書
記
長

大
賀

修
司
（
専
従
）

●
佐
世
保
東
支
部

開
催
日

九
月
六
日
�

会

場

広
田
地
区
公
民
館

参
加
者

七
十
一
名

支
部
長

茅
原
喜
志
男
（
土
木
工
）

副
支
部
長

長
島

則
行
（
大
工
）

〃

田
中

秀
幸
（
左
官
）

〃

小
谷

守
（
大
工
）

〃

迎

稔
（
大
工
）

〃

天
羽

靖
雄
（
大
工
）

書
記
長

松
園

俊
輔
（
専
従
）

●
東
長
崎
支
部

開
催
日

九
月
三
日
�

会

場

Ｊ
Ａ
古
賀

参
加
者

五
十
八
名

支
部
長

牧
島

貢
（
大
工
）

副
支
部
長

里

澄
宏
（
大
工
）

〃

岩
永

和
範
（
左
官
）

〃

本
村
美
喜
男
（
大
工
）

〃

尾
上

正
範
（
左
官
）

書
記
長

尾
崎

和
利
（
専
従
）

●
浦
上
西
支
部

開
催
日

八
月
二
十
五
日
�

会

場

組
合
本
部

参
加
者

七
十
六
名

支
部
長

古
川

勝
（
左
官
）

副
支
部
長

村
岡

広
明
（
左
官
）

〃

佐
藤

昭
彦
（
塗
装
工
）

〃

井
上

義
満
（
大
工
）

〃

木
下

広
次
（
大
工
）

〃

山
崎

司
（
大
工
）

〃

山
形

信
（
大
工
）

書
記
長

若
杉

孝
雄
（
専
従
）

●
大
浦
支
部

開
催
日

九
月
七
日
�

会

場

大
浦
区
民
セ
ン
タ
ー

参
加
者

五
十
名

支
部
長

田
上

義
高
（
大
工
）

副
支
部
長

平
山

正
則
（
大
工
）

〃

北
村

五
男
（
左
官
）

〃

諸
山

克
吉
（
硝
子
工
）

〃

竹
崎

初
雄
（
大
工
）

書
記
長

大
賀

修
司
（
専
従
）

●
平
戸
支
部

開
催
日

九
月
八
日
�

会

場

平
戸
海
上
ホ
テ
ル

参
加
者

六
十
七
名

支
部
長

寺
田

孝
弘
（
大
工
）

副
支
部
長

林

敏
英
（
大
工
）

〃

岡
田

眞
（
左
官
）

〃

大
石

義
孝
（
大
工
）

書
記
長

小
野

猛
範
（
専
従
）

●
諫
早
支
部

開
催
日

八
月
二
十
日
�

会

場

諫
早
市
勤
労
者
福
祉
会
館

参
加
者

八
十
二
名

支
部
長

樋
口

義
雄
（
大
工
）

副
支
部
長

木
下

忠
明
（
大
工
）

〃

田
崎

義
光
（
大
工
）

〃

石
丸

久
（
大
工
）

〃

中
村

太
司
（
大
工
）

書
記
長

池
田

剛
（
専
従
）

●
島
原
支
部

開
催
日

九
月
九
日
�

会

場

ウ
エ
デ
ィ
ン
グ
石
川

参
加
者

四
十
四
名

支
部
長

木
之
田

隆
（
大
工
）

副
支
部
長

本
田

岩
勝
（
大
工
）

〃

山
田

哲
夫
（
大
工
）

〃

菅

進
（
大
工
）

〃

町
田

清
人
（
大
工
）

書
記
長

尾
崎

和
利
（
専
従
）

●
佐
世
保
北
支
部

開
催
日

八
月
二
十
三
日
�

会

場

中
里
皆
瀬
地
区
公
民
館

参
加
者

七
十
一
名

支
部
長

小
林

健
治
（
大
工
）

副
支
部
長

福
田

栄
治
（
大
工
）

〃

柚
元

美
則
（
大
工
）

〃

松
尾

正
明
（
大
工
）

〃

松
山

新
二
（
大
工
）

書
記
長

渕
上

武
司
（
専
従
）

●
市
南
支
部

開
催
日

九
月
四
日
�

会

場

長
崎
南
商
工
会

参
加
者

五
十
九
名

支
部
長

山
本

秀
夫
（
大
工
）

副
支
部
長

葛
島

俊
幸
（
大
工
）

〃

小
宮

清
治
（
大
工
）

〃

小
泉

雄
義
（
大
工
）

〃

中
島

善
明
（
大
工
）

書
記
長

古
井

宏
樹
（
専
従
）

●
西
彼
支
部

開
催
日

九
月
二
日
�

会

場

時
津
町
北
部
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

セ
ン
タ
ー

参
加
者

九
十
四
名

支
部
長

松
林

満
男
（
左
官
）

副
支
部
長

植
田

勝
次
（
瓦
工
）

〃

石
橋

洸
（
建
具
工
）

〃

井
手

保
（
左
官
）

〃

岩
崎
喜
三
郎
（
大
工
）

書
記
長

城
下

大
輔
（
専
従
）

●
浦
上
東
支
部

開
催
日

八
月
三
十
日
�

会

場

組
合
本
部

参
加
者

五
十
一
名

支
部
長

田
中

秀
則
（
左
官
）

副
支
部
長

森

政
一
（
大
工
）

〃

杉
山

達
美
（
左
官
）

〃

田
川

和
博
（
大
工
）

書
記
長

井
関

一
幸
（
専
従
）

●
大
村
支
部

開
催
日

八
月
十
九
日
�

会

場

支
部
事
務
所

参
加
者

七
十
七
名

支
部
長

伊
藤

一
廣
（
大
工
）

副
支
部
長

福
田

通
（
建
設
事
務
）

〃

平
内

末
雄
（
左
官
）

〃

上
野
美
喜
雄
（
大
工
）

〃

川
田

洋
一
（
大
工
）

〃

緒
方

末
広
（
大
工
）

〃

中
尾

政
男
（
大
工
）

書
記
長

立
野

靖
也
（
専
従
）

●
北
松
支
部

開
催
日

八
月
三
十
一
日
�

会

場

サ
ン
パ
ー
ク
吉
井

参
加
者

六
十
一
名

支
部
長

須
藤

輝
久
（
大
工
）

副
支
部
長

北
村

久
（
大
工
）

〃

近
藤

力
也
（
大
工
）

〃

坂
中

善
男
（
左
官
）

〃

萩
原

正
清
（
大
工
）

書
記
長

渕
上

武
司
（
専
従
）

●
佐
世
保
中
央
支
部

開
催
日

八
月
二
十
七
日
�

会

場

Ｊ
Ａ
農
協

参
加
者

六
十
八
名

支
部
長

塚
本

芳
美
（
大
工
）

副
支
部
長

末
吉

重
一
（
大
工
）

〃

田
中

清
士
（
内
装
工
）

〃

川
元

俊
彦
（
大
工
）

〃

末
武

義
隆
（
大
工
）

〃

川
畑

章
（
造
園
工
）

書
記
長

西
平

博
之
（
専
従
）

担
当
補
佐

小
野

猛
範
（
専
従
）

２２
年
度
新
役
員
決
定
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八
月
八
日
、
建
設
労
働
者
・

職
人
原
爆
殉
難
者
慰
霊
祭
が
長

崎
市
原
爆
公
園
内
の
「
不
戦
平

和
の
塔
」
前
で
執
り
行
わ
れ
ま

し
た
。

原
爆
が
投
下
さ
れ
た
午
前
十

一
時
二
分
に
、
参
列
者
全
員
で

原
爆
犠
牲
者
に
対
し
て
黙
祷
を

捧
げ
た
後
、
全
建
総
連
の
古
市

書
記
長
、
広
島
建
労
の
安
元
執

行
委
員
長
、
建
設
長
崎
の
相
川

執
行
委
員
長
が
そ
れ
ぞ
れ
献
花

を
行
い
ま
し
た
。

続
い
て
、
長
崎
県
下
十
五
支

部
と
全
国
各
地
よ
り
集
め
ら
れ

た
名
水
の
献
水
と
平
和
の
祈
り

を
込
め
て
折
ら
れ
た
折
鶴
が
二

十
五
県
連
組
合
よ
り
八
一
、
三

七
六
の
献
納
が
各
代
表
の
手
に

よ
っ
て
献
納
さ
れ
ま
し
た
。

慰
霊
の
言
葉
で
は
、
全
建
総

連
の
古
市
書
記
長
は
「
平
和
憲

法
の
理
念
を
再
確
認
し
、
核
廃

絶
と
平
和
憲
法
の
遵
守
に
向
け

て
全
力
で
取
り
組
む
」
と
建
設

長
崎
の
相
川
執
行
委
員
長
は

「
被
爆
者
の
高
齢
化
が
進
ん
で

い
る
中
、
私
た
ち
は
被
爆
体
験

を
継
承
し
世
界
に
伝
え
て
い
か

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
と
そ
れ

ぞ
れ
平
和
へ
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
を

述
べ
ま
し
た
。

最
後
に
、
参
列
者
一
人
一
人

が
白
菊
の
献
花
を
行
い
原
爆
で

亡
く
な
ら
れ
た
方
々
の
ご
冥
福

を
祈
り
ま
し
た
。

建
設
長
崎
で
は
、
八
月
九
日
、
原
爆
で

亡
く
な
ら
れ
た
方
々
、
そ
し
て
放
射
能
の

後
遺
症
に
よ
っ
て
苦
し
み
亡
く
な
ら
れ
た

方
々
の
冥
福
を
祈
り
、
慰
霊
奉
賛
会
、
連

合
長
崎
、
城
山
小
、
淵
中
な
ど
と
協
力
し

「
浦
上
川
万
灯
流
し
」を
執
り
行
い
ま
し
た
。

夕
方
五
時
よ
り
、
組
合
員
さ
ん
が
組
み

上
げ
た
井
形
へ
小
学
生
を
は
じ
め
と
し
た

大
勢
の
人
た
ち
の
平
和
へ
の
願
い
、
メ
ッ

セ
ー
ジ
、
絵
な
ど
が
描
か
れ
た
灯
籠
が
取

り
付
け
ら
れ
浦
上
川
へ
と
流
さ
れ
ま
し
た
。

水
面
を
照
ら
す
ひ
と
つ
ひ
と
つ
の
灯
籠

の
光
に
込
め
ら
れ
た
故
人
へ
の
想
い
と
共

に
、
核
兵
器
廃
絶
、
戦
争
根
絶
へ
向
け
た

願
い
が
世
界
中
に
広
が
り
、
平
和
な
世
界

に
な
る
こ
と
を
祈
り
つ
つ
、
流
れ
ゆ
く
灯

籠
の
光
を
見
送
り
ま
し
た
。

被
爆
六
十
五
年
原
爆
殉
難
者
慰
霊
祭
を
挙
行

核
兵
器
の
廃
絶
と
被
爆
者
の
冥
福
を
祈
る

平和の想いを万灯に託し

参列者全員、一輪の白菊献花

▲慰霊の言葉を読み上げる
建設長崎相川執行委員長

▲慰霊の言葉を読み上げる
全建総連古市書記長

毎月１回１５日発行 ２０１０年（平成２２年）９月１５日発行建 設 長 崎第５４３号 （１９７４年５月３０日 第３種郵便物認可）３�
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転ばぬ先の検診　　桂 福車�

落
語�

集
会
が�楽
し
い�

特別�
出演�

西彼杵郡時津町久留里郷１４３９－３１

長崎地域職業訓練センター

TEL０９５－８８２－１６１６

１．講習日時：Ｈ２２年１２月７・８・９・１４・１５・１６日（６日間）
午前８時４５分～午後５時３０分

１．講習会場：長崎地域職業訓練センター ０９５－８８２－１６１６
１．受 講 料：１５，０００円（テキスト代含む）
１．受付期間：１０月４日～１１月５日必着
１．提出書類等は下記にお問い合わせ下さい。

ま
だ
ま
だ
三
十
度
を
越
え
る

日
が
続
き
そ
う
で
す
が
、
い
か

が
お
過
ご
し
で
し
ょ
う
か
。

八
月
十
九
日
に
始
ま
っ
た
支

部
大
会
も
、
九
月
九
日
の
島
原

支
部
大
会
で
全
支
部
が
終
了
し

ま
し
た
。
こ
の
暑
い
中
に
、
支

部
大
会
に
お
集
ま
り
い
た
だ
き

ま
し
た
皆
さ
ん
、
大
変
お
疲
れ

さ
ま
で
し
た
。

県
議
会
も
、
県
庁
舎
整
備
特

別
委
員
会
で
、
県
下
八
つ
の
地

域
で
県
民
の
声
を
聞
く
会
を
開

催
し
、「
県
庁
舎
整
備
基
本
構

想
案
」
に
対
す
る
、
そ
れ
ぞ
れ

の
意
見
を
お
聞
き
し
ま
し
た
。

全
体
の
声
と
し
て
は
、
県
庁

舎
建
て
替
え
に
つ
い
て
は
賛
成

の
意
見
が
多
い
よ
う
で
し
た
が
、

魚
市
跡
地
と
決
定
さ
れ
て
い
る

建
設
場
所
に
つ
い
て
、
県
央
地

区
が
最
良
で
あ
る
と
の
根
強
い

意
見
も
あ
り
ま
し
た
。

特
別
委
員
会
で
は
本
年
度
中

に
基
本
構
想
案
に
つ
い
て
意
見

を
ま
と
め
、
基
本
設
計
へ
と
取

り
組
ん
で
行
く
予
定
で
す
。

そ
の
場
合
の
県
庁
舎
の
跡
地

活
用
に
つ
い
て
も
、
さ
ま
ざ
ま

な
意
見
が
寄
せ
ら
れ
、
そ
の
中

で
も
、
こ
の
跡
地
が
位
置
す
る

歴
史
的
な
重
要
性
や
、
眼
下
の

出
島
と
の
関
連
強
化
を
求
め
る

声
が
多
く
、
歴
史
、
文
化
、
情

報
の
発
信
な
ど
の
中
心
的
な
位

置
付
け
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

わ
た
し
も
基
本
と
し
て
、
求

め
ら
れ
る
跡
地
の
活
用
方
法
に

賛
成
し
て
い
ま
す
。

こ
の
場
所
は
、
長
崎
の
歴
史

が
始
ま
っ
た
場
所
で
す
。
寂
れ

た
寒
村
だ
っ
た
長
崎
に
、
長
崎

港
外
に
基
地
を
求
め
て
い
た
ポ

ル
ト
ガ
ル
商
船
が
、
偶
然
に
長

崎
の
港
を
発
見
し
、
大
村
純
忠

か
ら
領
地
の
活
用
を
任
せ
ら

れ
た
と
き
、
当
然
の
よ
う
に

長
く
突
き
出
た
岬
の
先
端
に
、

教
会
が
建
て
ら
れ
た
事
は
、

自
然
の
成
り
行
き
だ
っ
た
と

言
わ
ざ
る
を
得
な
い
で
し
ょ

う
。九

月
定
例
議
会
が
九
月
十

三
日
か
ら
始
ま
り
ま
し
た
。

二
十
一
日
に
は
県
議
と
し
て

一
期
目
最
後
の
一
般
質
問
を

行
い
ま
す
。
発
刊
後
、
皆
さ

ん
の
と
こ
ろ
に
着
く
こ
ろ
に

は
質
問
は
終
わ
っ
て
い
る
と

思
い
ま
す
が
、
よ
ろ
し
く
ご

支
援
く
だ
さ
い
。

ま
だ
ま
だ
暑
い
日
が
続
き

そ
う
で
す
。
お
身
体
に
は
十

分
に
ご
自
愛
く
だ
さ
い
。

県
議
会
だ
よ
り

３６

建設長崎結成６５周年 長建国保設立４０周年

組合員・ご家族の皆様のおかげで、組合は結成６５周
年、長建国保設立４０周年を迎えることができました。
当日はぜひ、皆様お誘い合わせて記念式典にご出席
下さい。
尚、式典ご案内のハガキ（記念品引換券）は当日ご
出席される時にご持参下さい。
当日は永年在籍功労者表彰等をメインに勇壮な「職
人太鼓」や「龍踊り」、落語があります。

１１月１３日� 長崎市民会館文化ホール
長崎市魚の町５番１号 TEL０９５－８２５－１４００

１２時２０分受付 １３時開会

１．セレモニー ……………………………１３時～１３時４０分
「建設長崎職人太鼓」
「龍踊り」籠町龍踊保存会

２．記念式典 …………………………１３時５０分～１５時５０分
３．落語 ……………………………………１６時～１６時４０分
「桂 福車氏」
大阪市出身、１９８３年に２２歳で桂福団治に入門。
平成３年度・４年度連続して NHK新人演芸大賞本選入選。
上方落語協会役員として奮闘中。

建設長崎�
長崎市城山町１７－５８ TEL０９５－８６２－７１２１

平成２２年度 職業訓練指導員（４８時間）講習会のお知らせ

籠町龍踊保存会

▲建設が予定されている旧魚市跡地

長
崎
県
議
会
議
員

金
子
三
智
郎
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対象者の方には�

をお届けします。�
「保健指導利用券」�
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要チェック！�

平成２２年１０月３１日� 午前９時３０分～午後１時
諫早文化会館（諫早市宇都町９番２号）

平成２２年１１月７日� 午前９時３０分～午後１時
佐世保市民会館（佐世保市花園町１０番１９号）

諫早地区

佐世保地区

料金
３，３００円
２，０００円

選択検査項目（有料）
肝炎検査
子宮頚がん検査（自己採取法）

料金
２，０００円
２，５００円
１，３００円

選択検査項目（有料）
前立腺がん検査
胃がん検査（ペプシノーゲン）
大腸がん検査

会 場 名
三和岳路自治公民館
三和布巻自治公民館
三和蚊焼地区公民館
三和晴海台地区公民館
三和椿が丘自治公民館
三和健康づくりセンター

長与町健康センター

川棚町中央公民館

佐々町健康相談センター

日 付

１０月１２日�

１０月１３日�
１０月１４日�

１０月１５日�

１１月５日�
１１月６日�
１０月１６日�
１０月１７日�
１０月１８日�
１０月１９日�
９月２７日�～

１０月３日�

地区

三和

市・町

長崎市

長与町

川棚町

佐々町

会 場 名
北保健センター

メルカつきまち

北公民館

南部市民センター
（末石町）
山里地区ふれあいセンター
三和藤田尾自治公民館
三和木場自治公民館
三和為石地区公民館
三和川原地区公民館
三和総合地域施設
（宮崎集会所）

日 付
１０月２５日�
１０月１日�
１０月２８日�
１０月４日�
１１月１日�

１０月２６日�

１０月２７日�

１０月５日�

１０月６日�
１０月７日�

１０月８日�

地区

中央

三和

市・町

長崎市

※長建国保ホームページに掲載しています。

受
診
者
が
少
な
い

〈
目
標
値
を
下
回
る
〉

高
齢
者
支
援
金
の
増
額
負
担

最
高
一
〇
％
の
罰
則

〈
全
額
保
険
料
で
負
担
〉

保
険
料
の
引
き
上
げ
へ

一
〇
％
加
算
さ
れ
た
場
合
、
組
合
員
一

世
帯
あ
た
り
月
額
八
百
円
の
引
き
上
げ

（
二
十
一
年
度
試
算
）

左記の実施で
きる医療機関よ
り受診先を選
ぶ�

選んだ医療機関に、直接
電話予約を行う。�
予約の際には「長建国保
の特定健診に胸部レント
ゲンを加えた検査を…」と
一言添えてください。�

受診日当日�
○特定健康審査受診券�
○保険証�
○質問票（記入しておく）�
忘れずに医療機関窓口
へお持ちください。�

※ 注意事項
� 受診日当日、受診券又は保険証のいずれかを忘れてしまうと特定健康診査を受けること
は出来ません。

� 受診券受領後に、長建国保の資格を喪失すると長建国保の受診券では特定健康診査を受
けることが出来ませんので、資格喪失手続きの際に支部の方で受診券を回収して下さい。

申込受付期間
申込受付期間は平成２３
年度１月末日までを予
定しております。

長建国保の、特定健
診に胸部Ⅹ線検査を
加えた健診の予約を
お願いします。

●
特
定
検
診
は
４０
歳
か
ら

加
入
一
年
未
満
は
対
象
外

特
定
健
診
の
対
象
者
の
方
に

は
、
長
建
国
保
よ
り
「
特
定
健

康
診
査
受
診
券
」
を
お
送
り
し

て
い
ま
す
。
医
療
機
関
で
は
、

受
診
の
際
に
受
診
券
、
保
険
証
、

質
問
票
を
窓
口
に
て
確
認
の
上
、

健
診
を
実
施
し
ま
す
。

特
定
健
診
の
対
象
外
の
方
で
、

医
療
機
関
に
お
い
て
健
診
等
を

受
診
さ
れ
た
場
合
は
、
そ
の
健

診
費
用
は
全
額
自
己
負
担
と
な

り
ま
す
。

受
診
券
利
用
は
年
一
回
の
み

特
定
健
診
の
対
象
者
は
、
受

診
券
を
利
用
す
る
こ
と
で
年
一

回
の
み
無
料
で
受
診
す
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。
但
し
、
同
一
年

度
内
に
複
数
回
受
診
を
ご
希
望

の
場
合
は
二
回
目
以
降
の
受
診

費
用
は
全
額
自
己
負
担
と
な
り

ま
す
の
で
充
分
ご
注
意
下
さ
い
。

●
特
定
保
健
指
導
の
実
施

保
健
師
に
よ
る
自
分
に
見
合
っ
た

生
活
改
善
方
法
を
ア
ド
バ
イ
ス

特
定
健
診
の
結
果
、
生
活
習

慣
病
の
リ
ス
ク
が
高
く
、
ま
た

生
活
習
慣
の
改
善
で
予
防
が
期

待
で
き
る
方
に
は
保
健
師
に
よ

る
特
定
保
健
指
導
（
支
援
）
が

行
わ
れ
、
無
料
で
受
け
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。
対
象
者
に
選
ば

れ
た
方
に
は
特
定
保
健
指
導
利

用
券
を
お
送
り
し
ま
す
の
で
こ

の
機
会
に
ぜ
ひ
ご
活
用
下
さ
い
。

巡回型特定検診を開催します
長建国保では、より多くの皆様に健康診断を受診していただきたく、
当組合主催による健康診断を下記の通り実施することとなりました。
今回の健康診断につきましては、平日ではなく日曜日に実施します
ので、日頃からお忙しい皆様にもぜひこの機会にご活用いただければ
と思います。
■１．受診対象者
４０～７４歳の長建国保加入者で、当組合発行の「特定健康診査受診券」
をお持ちの方。
※下記健診日当日までに７５歳になられる方（長寿医療）は受診できません。受診券
記載の「有効期限」をご確認下さい。

■２．健診日時・会場

■３．基本検査項目（※健診料金は全額組合が負担します。）
身体計測、血圧測定、医師問診、胸部レントゲン検査（直接）、尿
検査、血液検査、脂質検査、肝機能検査、血糖検査、痛風検査、貧血
検査、心電図検査、眼底検査
■４．選択検査項目（自己負担有）
「３．基本検査項目」は無料で受診できますが、下記選択検査項目
を受診する場合は全額自己負担となります。
受診される方は、健診日当日に下記料金を健診機関係員に現金にて
お支払下さい。

■５．健診当日に必要なもの
○特定健康診査受診券、保険証、質問票、実費（選択検査を受診され
る場合）
※お申込後、健診機関（ヘルスポートクリニック）より詳しい案内書
が送付されますので必ずご確認下さい。
■６．お申込方法
受診ご希望の方は、「健康診断申込書」に必要事項ご記入の上、「平
成２２年１０月８日�」までに所属支部または長建国保までお申込下さい。
お申込は FAX・郵送でも受け付けております。（受診ご希望の方で「健
康診断申込書」を紛失された方、お持ちでない方は、所属支部または
長建国保までご連絡下さい。）
●FAXの場合 FAX番号 ０９５－８６２－６２４６（※お間違えのないようご注意下さい。）
●郵送の場合 〒８５２‐８０２１長崎市城山町２９－２６ 長建国保健診係 宛

●平成２２年度特定健康診査は各市町でも実施しています。
お住まいの地区で実施される集団健診（１０～１１月）日程で、都合の
いい日をご利用ください。
なお、各市町の集団健診には、３点の注意事項があります。

《注意事項》
� 受診の際は、長建国保が発行した「受診券」及び「保険証」、記
入済み「質問票」を必ず持参してください。
事前予約等は必要ありません。ただし、大村市は事前予約が必要
となっていますので、ご注意下さい。
� 集団健診実施の市町であっても、各市町国保加入者等の健診が優
先となるため、会場によっては、
予定人数に達するなどの理由により受診できない場合もあります。
その場合は、ご了承下さい。
� 掲載の日時、会場等については、変更される場合もありますので、
ご注意下さい。
（※詳しくは各市町が発行している広報誌をご覧下さい。）
健康に毎日を過ごすために、年に一度、特定健診を受診しましょう！

平成２２年度長崎県特定健診（集団健診）実施日程表（市町等との共同実施分）

●
特
定
健
診
を
受
け
な
い
と
、

保
険
料
の
引
き
上
げ
に
つ
な
が
り
ま
す
。

受
診
率
が
低
い
組
合
に
は
罰
則

（
高
齢
者
支
援
金
の
増
額
負
担
）

特
定
健
診
で
は
、
国
が
定
め

る
目
標
値
（
特
定
健
診
の
受
診

率
・
保
健
指
導
実
施
率
・
メ
タ

ボ
該
当
者
の
減
少
率
）
に
対
す

る
医
療
保
険
者
の
健
診
実
績
に

よ
っ
て
、
医
療
保
険
者
が
毎
年

納
付
し
て
い
る
高
齢
者
医
療
の

支
援
金
に
±
一
〇
％
の
範
囲
内

で
加
算
・
減
額
等
を
行
う
規
定

が
設
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

国
が
行
う
実
績
評
価
等
に
よ

り
、特
定
健
診
の
受
診
者（
率
）

が
低
い
医
療
保
険
者
と
判
定
さ

れ
た
場
合
、
ペ
ナ
ル
テ
ィ
と
し

て
高
齢
者
支
援
金
の
額
に
最
高

一
〇
％
が
加
算
さ
れ
ま
す
。
こ

の
加
算
額
相
当
分
に
は
国
の
補

助
金
は
付
き
ま
せ
ん
の
で
全
額

保
険
料
で
負
担
す
る
こ
と
に
な

り
そ
の
結
果
、
保
険
料
の
引
き

上
げ
に
つ
な
が
り
ま
す
。

ま
た
、
特
定
健
診
を
受
け
る

人
が
少
な
け
れ
ば
保
険
料
の
負

担
増
と
と
も
に
、
未
受
診
者
の

方
に
と
っ
て
は
生
活
習
慣
病
と

思
わ
れ
る
兆
候
を
見
落
と
し
、

健
康
へ
の
リ
ス
ク
が
高
ま
り
治

療
を
受
け
る
な
ど
医
療
費
の
高

騰
に
も
つ
な
が
る
可
能
性
が
あ

り
ま
す
。

年
に
一
度
は
特
定
健
診
を
受
け

ま
し
ょ
う

特
定
健
診
が
、
国
保
制
度
の

安
定
化
、
そ
し
て
何
よ
り
も
自

分
自
身
の
健
康
と
生
活
習
慣
病

対
策
に
と
っ
て
欠
か
せ
な
い
も

の
に
な
っ
て
い
ま
す
。『
暇
が

な
い
』
と
健
診
を
先
延
ば
し
す

る
の
で
は
な
く
、『
自
分
は
ま

だ
大
丈
夫
』
と
過
信
す
る
こ
と

な
く
、
ま
ず
自
分
の
健
康
状
態

を
知
る
こ
と
も
大
切
で
す
。
重

病
に
な
る
前
に
、
自
分
自
身
の

健
康
と
生
活
習
慣
病
の
予
防
と

改
善
の
た
め
、
年
に
一
回
は
健

診
を
受
け
る
よ
う
習
慣
づ
け
ま

し
ょ
う
。

■
受
診
方
法

■
受
診
で
き
る
医
療
機
関

０９５‐８４６‐１８８８

０９５‐８７１‐１５１５

０９５‐８２１‐１３６７

０９５‐８５７‐３０００

０９５‐８５６‐１１１２

０９５‐８６１‐１４７７

０９５‐８２２‐３２５１

０９５‐８６１‐１１１１

０９５‐８２１‐１２１４

０９５‐８４１‐９６１２

０９５‐８４８‐９１７１

０９５‐８７９‐０７０５

０９５６‐４９‐３３７７

０９５７‐２７‐２１２７

０９５７‐５２‐２１６１

０９５０‐２８‐１１１３

０９５‐８２２‐３１５１

長崎市小峰町

長崎市深堀町

長崎市大浦町

長崎市滑石

長崎市虹が丘町

長崎市富士見町

長崎市新地町

長崎市淵町

長崎市籠町

長崎市茂里町

長崎市花丘町

長崎市上戸町

佐世保市田原町

諫早市多良見町

大村市古賀島町

平戸市草積町

長崎市油屋町

聖フランシスコ病院

長崎記念病院

大浦診療所

長崎北徳州会病院

虹が丘病院

さとう内科医院

長崎市立市民病院

長崎市立病院成人病センター

十善会病院

長崎原爆病院

花丘診療所

上戸町病院

久保内科病院

長崎原爆諫早病院

市立大村市民病院

平戸市民病院

ながさき内科リウマチ科病院

組合特別
健診のご案内

特定健康診査

＋

胸部エックス線検査

＝

組合特別健診
（受診料は無料）

長
建
国
保
だ
よ
り

特定健診の
受診条件

４０
歳
以
上
の
方
で
、
長
建
国
保
に
１
年
以
上
連
続

し
て
加
入
し
て
い
る
方

※

特
定
健
診
の
規
定
上
、
４０
歳
未
満
の
方
、
並
び
に
４０
歳
以
上
で

長
建
国
保
加
入
期
間
が
１
年
未
満
の
方
は
対
象
に
な
り
ま
せ
ん
。

長
建
国
保
で
は
、
対
象
外
の
方
で
、
今
後
「
特
定
健
診
の
受
診

条
件
」
を
満
た
す
方
々
に
は
随
時
受
診
券
を
お
送
り
し
ま
す
。

国が定める（平成２４年度）
特定健診等の実施目標値

特定健診の受診率 ７０％
特定保健指導の実施率４５％
メタボ該当者の減少率１０％

毎月１回１５日発行 ２０１０年（平成２２年）９月１５日発行建 設 長 崎第５４３号 （１９７４年５月３０日 第３種郵便物認可）５�



西
彼
支
部

西
彼
支
部

大
浦
支
部

市
南
支
部

島
原
支
部

大
浦
支
部

〈
琴
海
分
会
〉

住
宅
デ
ー
開
催

蒸
し
暑
い
八
月
二
十
二
日
�
、

西
彼
支
部
琴
海
分
会
で
は
、
Ｊ

Ａ
村
松
・
長
浦
・
形
上
の
三
会

場
で
恒
例
の
住
宅
デ
ー
を
開
催

し
ま
し
た
。

今
回
、
地
元
の

海
の
清
掃
活
動
と

日
程
が
重
な
り
、

組
合
員
さ
ん
の
参

加
が
二
十
八
名
と

若
干
少
な
く
、
少

数
精
鋭
の
中
、
来

客
を
待
つ
こ
と
に
。

例
年
三
百
を
超

え
る
包
丁
研
ぎ
を

行
っ
て
い
ま
す
が
、

思
っ
た
よ
り
客
足

が
伸
び
ず
例
年
と

比
べ
少
な
い
の
で

は
？
と
思
い
つ
つ
、

組
合
員
の
皆
さ
ん
は
受
付
さ
れ

た
包
丁
を
汗
だ
く
に
な
り
な
が

ら
研
ぎ
上
げ
、
ま
た
、
長
浦
会

場
で
は
、
初
お
ろ
し
と
な
る
大

型
の
研
磨
機
で
鉈
・
鎌
を
研
ぎ

上
げ
、
無
事
終
了
の
時
間
を
迎

え
ま
し
た
。

来
場
者
は
六
十
三
名
で
、
包

丁
、
鎌
な
ど
合
計
二
百
五
十
三

本
を
研
ぎ
上
げ
ま
し
た
。

（
城
下
）

〈
時
津
連
合
分
会
〉

西
彼
支
部
時
津
連
合
分
会
で

は
、
八
月
二
十
九
日
�
、
組
合

員
・
主
婦
会
合
わ
せ
て
三
十
名

の
参
加
で
、
時
津
夏
ま
つ
り
会

場
に
お
い
て
住
宅
デ
ー
を
開
催

し
ま
し
た
。

包
丁
研
ぎ
で
は
、
祭
り
会
場

ら
し
く
他
の
出
店
者
か
ら
持
ち

込
ま
れ
た
包
丁
な
ど
百
九
本
を

研
ぎ
上
げ
ま
し
た
。
研
ぎ
あ
げ

た
包
丁
で
差
し
入

れ
の
魚
を
捌
い
た

り
す
る
場
面
も
。

親
子
木
工
教
室

で
は
、
準
備
し
た
、

す
の
こ
の
材
料
が

無
く
な
る
ま
で
と

意
気
込
む
な
か
、

始
ま
る
前
か
ら
ト

ン
ト
ン
と
釘
を
打

つ
音
が
鳴
り
響
き
、

い
つ
の
ま
に
か
満

席
に
。
そ
の
後
も

客
足
は
途
切
れ
ず
、

用
意
し
た
す
の
こ

百
五
十
組
は
昼
過

ぎ
に
は
な
く
な
り
ま
し
た
。

来
場
者
も
百
六
十
名
を
超
え
、

地
域
住
民
へ
の
宣
伝
活
動
は
十

分
に
で
き
た
一
日
に
な
っ
た
と

思
い
ま
す
。

（
砂
川
健
二
郎
）

〈
参
加
者
〉

（
敬
称
略
）

山
崎

康
博

石
坂
福
次
郎

森

進

山
下

繁
昌

石
橋

洸

岸
川
久
美
男

井
手

吉
一

神
近

剛

岑
山

義
徳

角
崎

豊

小
野
田
国
夫

小
山

哲
男

岩
下

敏
昭

吉
田

等

石
橋

忍

林

一
弘

溝
口

安
広

太
田

正
利

岳
本

吉
郎

山
中

茂

相
川

守

前
尾

辰
美

広
瀬

安
夫

松
尾

孝

浦
添

朝
夫

島
本

治

尾
崎

由
盛

松
林

満
男

相
川
委
員
長

北
村
副
委
員
長

金
子
県
議

〈
参
加
者
〉

（
敬
称
略
）

濱
本

勝
之

植
田

勝
次

井
手

保

川
久
保
博
幸

中
尾

豊

嶋
本

清
孝

森

巽

前
島

武
夫

松
本

文
男

高
木
栄
八
郎

川
林

満

辻

昭

草
貫

義
弘

菅
高

秀
明

松
野

春
男

堀
口

留
喜

高
見

賢
一

川
久
保
秀
昭

波
戸
口
利
未

砂
川
健
二
郎

松
林

満
男

岩
永

亀
雄

岩
崎
喜
三
郎

山
口

政
好

小
串

民
雄

濱
本

久
枝

溝
上

啓
子

植
田
ヤ
ス
エ

一
瀬

博
子

前
島

ス
ズ

相
川
委
員
長

北
村
副
委
員
長

住
宅
デ
ー

包
丁
磨
ぎ
と
木
工
教
室
を
実
施

八
月
二
十
一
日
�
連
日
の
猛

暑
で
熱
中
症
が
心
配
さ
れ
る
中
、

大
浦
支
部
で
は
戸
町
夏
祭
り
に

協
賛
し
て
の
住
宅
デ
ー
を
十
二

名
の
参
加
で
行
い
ま
し
た
。

今
年
は
暑
さ
の
せ
い
か
普
段

よ
り
祭
り
会
場
の
出
入
り
が
少

な
い
よ
う
に
思
え
ま
し
た
が
、

支
部
の
テ
ン
ト
に
は
包
丁
を
磨

い
で
も
ら
う
方
と
夏
休
み
の
工

作
づ
く
り
に
木
工
教
室
に
チ
ャ

レ
ン
ジ
す
る
子
供
た
ち
が
た
く

さ
ん
見
え
ら
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
あ
ま
り
の
暑
さ
に
テ

ン
ト
内
に
扇
風
機
を
用
意
し
て
、

木
工
づ
く
り
の
子
供
が
作
業
中

に
熱
中
症
に
か
か
ら
な
い
よ
う

に
配
慮
い
た
だ
き
、
子
供
た
ち

は
汗
を
か
き
な
が
ら
も
時
折
ふ

く
風
に
吹
か
れ
な
が
ら
熱
心
に

作
業
に
打
ち
込
ん
で
い
ま
し
た
。

そ
し
て
包
丁
研
ぎ
の
方
も
少
な

い
磨
ぎ
手
で
、
ほ
ぼ
昨
年
並
み

の
本
数
を
少
し
バ
タ
バ
タ
し
な

が
ら
も
短
時
間
で
研
ぎ
あ
げ
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。（

北
村
）

海
岸
美
化
活
動

二
〇
袋
の
ゴ
ミ
回
収
、

流
し
た
汗
は
ビ
ー
ル
で
補
給

八
月
二
十
二
日
、
ま
だ
ま
だ

暑
さ
厳
し
い
八
月
の
日
曜
日
、

市
南
支
部
で
は
、
毎
年
恒
例
の

『
海
岸
美
化
奉
仕
活
動
』
を
行

い
ま
し
た
。

今
回
は
、
川
原
の
海
水
浴
場

と
そ
の
周
辺
の
ゴ
ミ
拾
い
と
い

う
事
で
三
十
五
名
程
の
組
合

員
・
主
婦
会
・
家
族
の
方
々
に

参
加
頂
き
ご
み
拾
い
を
行
い
ま

し
た
。

川
原
海
水
浴
場
は
と
て
も
綺

麗
で
、
一
見
す
る
と
ゴ
ミ
は
殆

ど
無
い
よ
う
に
見
え
ま
し
た
。

し
か
し
そ
れ
で
も
、
ペ
ッ
ト
ボ

ト
ル
や
ビ
ニ
ー
ル
の
包
装
紙
、

花
火
の
ゴ
ミ
な
ど
が
落
ち
て
い

て
、
じ
り
じ
り
と
太
陽
が
照
り

つ
け
る
中
、
滴
る
汗
を
ぬ
ぐ
い

な
が
ら
掃
除
を
し
て
み
る
と
、

一
時
間
ほ
ど
で
す
ぐ
に
ゴ
ミ
袋

二
〇
袋
程
の
ゴ
ミ
が
集
ま
り
ま

し
た
。

海
水
浴
や
キ
ャ
ン
プ
、
花
火

な
ど
海
水
浴
場
を
利
用
す
る

方
々
の
殆
ど
は
自
分
達
の
ゴ
ミ

は
持
ち
帰
る
か
、
決
め
ら
れ
た

場
所
へ
捨
て
て
い
る
と
思
い
ま

す
が
、
一
部
の
モ
ラ
ル
の
無
い

利
用
者
に
よ
っ
て
ゴ
ミ
が
そ
の

ま
ま
放
置
さ
れ
て
い
ま
す
。

組
合
員
の
皆
さ
ん
、
海
水
浴

場
に
限
ら
ず
自
分
が
出
し
た
ゴ

ミ
は
責
任
を
持
っ
て
き
ち
ん
と

片
づ
け
ま
し
ょ
う
。

ま
た
今
回
は
、
海
岸
美
化
活

動
に
合
わ
せ
て
、
家
族
親
睦
の

バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
交
流
会
も
開
催

し
ま
し
た
。
汗
を
流
し
た
後
の

冷
た
い
ビ
ー
ル
は
格
別
と
み
え
、

山
本
支
部
長
の
あ
い
さ
つ
を
皮

切
に
、
み
る
み
る
ビ
ー
ル
が
無

く
な
っ
て
い
き
ま
す
。
焼
き
上

が
っ
た
肉
や
野
菜
を
頬
張
り
な

が
ら
、
い
ろ
い
ろ
な
話
に
花
を

咲
か
せ
楽
し
い
一
時
を
過
ご
し

ま
し
た
。

（
古
井
）

〈
参
加
者
〉

（
敬
称
略
）

工
藤

是
正

田
上

義
高

北
村

五
男

諸
山

克
吉

梅
澤

利
久

川
原
喜
久
雄

古
里

治
夫

鳥
田

時
治

池
田

輝
男

松
尾

哲
夫

平
山

正
則

（
鳥
田

愛
子
）

相
川
委
員
長

金
子
県
議

ガ
マ
ダ
ス
花
火
大
会

納
涼
親
睦
会

島
原
支
部
で
は
八
月
三
十
日

�
恒
例
の
納
涼
親
睦
会
を
開
催

し
ま
し
た
。

例
年
、
六
千
発
の
花
火
が
上

が
り
ま
す
が
、
支
部
の

駐
車
場
か
ら
、
ち
ょ
う

ど
正
面
に
見
え
る
た
め
、

隠
れ
た
花
火
の
ス
ポ
ッ

ト
と
な
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
こ
の
時
期
は
、

台
風
な
ど
の
天
候
に
左

右
さ
れ
ま
す
が
、
今
年

も
、
激
し
い
夕
立
に
見
舞
わ
れ
、

ず
ぶ
濡
れ
に
な
り
な
が
ら
の
準

備
と
な
り
ま
し
た
。

し
か
し
そ
の
甲
斐
あ
っ
て
か
、

花
火
が
あ
が
る
頃
に
は
、
す
っ

か
り
雨
も
上
が
り
、
用
意
し
て

い
た
生
ビ
ー
ル
や
カ
キ
氷
、
焼

肉
、
焼
き
そ
ば
な
ど
を
堪
能
し
、

組
合
員
の
皆
さ
ん
や
そ
の
家
族

約
九
十
名
で
、
今
年
の
夏
の
暑

さ
を
癒
す
楽
し
い
ひ
と
時
を
過

ご
す
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

（
青
年
部
長

木
之
田
亮
二
）

主
婦
会
・
二
年
ぶ
り
の
料
理
教
室

大
浦
支
部
主
婦
会
で
は
、
八

月
五
日
�
に
佐
々
木
秋
子
さ
ん

ご
指
導
の
下
、『
ピ
ー
ナ
ツ
豆

腐
』
作
り
を
し
ま
し
た
。

開
始
時
間
に
な
る
と
早
々
に

作
業
を
始
め
、
佐
々
木
さ
ん
が

教
え
て
く
だ
さ
る
こ
と
を
メ
モ

し
な
が
ら
作
業
し
て
い
る
う
ち

に
、
皆
さ
ん
の
手
際
が
良
か
っ

た
の
か
、
あ
っ
！
と
い
う
間
に

冷
や
し
固
め
る
だ
け
と
な
り
ま

し
た
。

ピ
ー
ナ
ツ
豆
腐
が
固
ま
る
ま

で
の
間
、
皆
さ
ん
持
ち
寄
り
の

ご
ち
そ
う
で
テ
ー
ブ
ル
を
囲
み
、

少
し
早
い
昼
食
開
始
と
な
り
ま

し
た
。

会
話
も
弾
み
、
に
ぎ
や
か
な

一
日
と
な
り
ま
し
た
。
ピ
ー
ナ

ツ
豆
腐
は
食
べ
る
分
だ
け
作
り
、

早
目
に
食
べ
て
し
ま
う
の
が
ポ

イ
ン
ト
だ
そ
う
で
す
。

食
欲
の
な
い
暑
い
日
に
、

も
っ
て
こ
い
の
一
品
で
す
。

（
小
淵
�
子
）

〈
参
加
者
〉

（
敬
称
略
）

山
本

秀
夫

�
島

俊
幸

松
浦

良
二

小
泉

雄
義

大
宮

武
義

森

貞
雄

小
松

満
喜

太
田

武
造

今
井

久
光

山
口

和
敏

高
平

増
男

田
中

義
行

江
崎

雪
夫

今
井

佳
信

木
村

孝
則

森
尾

利
助

�
尾

勝
重

江
崎

三
美

中
島

直
人

大
熊

昭
廣

濱
嵜

和
夫

三
浦

忠
男

犬
塚

幸
子

坂
本

藤
子

小
泉
冨
彌
子

森
尾
佳
代
子

相
川
委
員
長

金
子
県
議

ピーナツ豆腐
●材料

■タレ
・水 適量
・味噌 〃
・砂糖 〃
・みりん 〃
・酒 〃

■ピーナツ豆腐
・ピーナツバター

１びん（１６０�）
・甘藷澱粉 ２５０�
・水 １，８００�

●作り方：
１ 水を半分（９００�）に分け、ひとつにピー
ナツバターを溶かしておく。もうひとつに
甘藷澱粉を溶かしておく。

２ ピーナツバターを溶かした方を火にかけ、
沸騰したらもう一方も鍋に入れ、混ぜなが
ら固まってきたら火を小さくして、７分か
ら８分ぐらいゆっくり混ぜる。

３ 火を止めて型に流し入れ、粗熱を取って、
冷蔵庫で冷やし固める。

４ タレはお好みの甘さで。
味噌汁の濃さぐらいに味噌を溶き、砂糖、

みりん、酒を加え煮詰めていく。フツフツ
と煮詰まってきたら火を止める。

（１９７４年５月３０日 第３種郵便物認可） 第５４３号 ６�建 設 長 崎毎月１回１５日発行 ２０１０年（平成２２年）９月１５日発行


